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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着脱可能に設けられた複数のプロセスカートリッジを保持する保持部と、該複数のプロ
セスカートリッジから排出されたトナーを回収し、回収されたトナーを排出する排出口を
有する回収トナー搬送部と、を備え、画像形成装置に対して引き出し可能に設けられた筐
体と、
　前記画像形成装置に着脱可能に設けられ、前記回収トナー搬送部から排出された回収ト
ナーを受け入れる受入口を有する収容容器と、
　前記回収トナー搬送部に設けられ、前記排出口を開く位置と閉じる位置との間を移動可
能な第一シャッタと、
　前記収容容器に設けられ、前記受入口を開く位置と閉じる位置との間を移動可能な第二
シャッタと、
　前記画像形成装置に固定して設けられ、前記排出口と前記受入口とを連通するように前
記回収トナー搬送部と前記収容容器とをそれぞれ着脱可能に、両端部が開口した筒状の接
続部材と、を備え、
　前記接続部材は、前記筐体の装着動作に伴って前記第一シャッタに当接して前記排出口
を閉じる位置から開く位置に移動させ、前記収容容器の装着動作に伴って前記第二シャッ
タに当接して前記受入口を閉じる位置から開く位置に移動させる、
　ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
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　前記回収トナー搬送部は、前記筐体に装着及び離脱可能に設けられている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記接続部材は上下方向に貫通した形状に形成され、上端部に前記回収トナー搬送部の
前記排出口が接続され、下端部に前記収容容器の前記受入口が接続される、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記接続部材に設けられ、前記接続部材の開口を開く位置と閉じる位置との間をスライ
ド移動可能な第三シャッタを備え、
　前記第三シャッタは、前記収容容器の装着動作に伴って前記収容容器に当接して前記接
続部材の開口を閉じる位置から開く位置に移動する、
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記第一シャッタは前記排出口を閉じる方向に付勢され、前記回収トナー搬送部の離脱
時に前記排出口を開く位置から閉じる位置に移動し、
　前記第二シャッタは前記受入口を閉じる方向に付勢され、前記収容容器の離脱時に前記
受入口を開く位置から閉じる位置に移動し、
　前記第三シャッタは前記接続部材の開口を閉じる方向に付勢され、前記収容容器の離脱
時に前記接続部材の開口を開く位置から閉じる位置に移動する、
　ことを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プリンタ、複写機、ファクシミリあるいは複合機などの、電子写真技術を用
いた画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置では、転写後に感光ドラムや中間転写ベルトに残留する転写残トナーをク
リーニング装置により除去したり、あるいは現像装置から劣化トナーを強制的に排出した
りしている。これらの転写残トナーや劣化トナー（以下、これらをまとめて回収トナーと
呼ぶ）は、装置本体内に固定して設けられている回収トナー搬送部を搬送されて回収容器
に溜められる。この回収容器は装置本体に挿抜可能に設けられ、使用者が空の回収容器と
適宜に交換できるようにしている。そして、回収容器の挿抜時に回収トナーを飛散させな
いために、回収トナー搬送部と回収容器にはそれぞれシャッタが設けられている。従来で
は回収容器の装着時に、回収容器のシャッタは回収トナー搬送部に当接して閉状態から開
状態に移行され、回収トナー搬送部のシャッタは回収容器に当接されて閉状態から開状態
に移行されていた。つまり、回収トナー搬送部と回収容器とが互いに当接することにより
、それぞれのシャッタが開閉されていた。
【０００３】
　画像形成装置として、感光ドラムや現像装置等を一体化したプロセスカートリッジと、
回収トナー搬送部と、回収容器とを作像筐体（引き出し式トレイ）に保持させ、作像筐体
ごとそれらを一体的に挿抜可能にした装置が知られている（特許文献１）。この場合、使
用者は作像筐体を装置本体から引き出してから、プロセスカートリッジや回収容器さらに
は回収トナー搬送部の交換や点検などを行うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－８６４１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　上述の特許文献１に記載された装置において回収容器の容量を増やそうとする場合、作
像筐体を大型化せざるを得ないが、そうすると重量が増えてしまい、使用者が作像筐体を
挿抜し難くなる。これを避けるため、回収容器をプロセスカートリッジや回収トナー搬送
部などと一緒に作像筐体に保持させることなく、別途独立して装置本体側に挿抜可能に設
けることが考えられる。ただし、こうした場合でも回収トナーの飛散防止の観点から、回
収トナー搬送部と回収容器にはシャッタをそれぞれ設ける必要がある。
【０００６】
　上述したように、従来では、シャッタの開閉が回収トナー搬送部と回収容器との当接に
よって行われている。そのため、装置本体内に回収トナー搬送部がないような場合には、
回収容器と当接する相手がおらず、回収容器のシャッタは開閉されない。つまり、従来の
シャッタ開閉は回収トナー搬送部ありきで、回収トナー搬送部がない場合については何ら
の考慮もなされていない。しからば、回収容器を作像筐体に保持させず装置本体側に残す
構成の場合、回収容器を装置本体に装着する際には、回収容器を装着するよりも先に作像
筐体を装置本体に装着しておく必要がある。反対に、作像筐体を装置本体から引き出す際
には、回収容器を先に装置本体から離脱させておく必要がある。しかしながら、作像筐体
（特に回収トナー搬送部）と回収容器との間で挿抜順を生じさせてしまうと、プロセスカ
ートリッジや回収容器の交換時に手間がかかって使い勝手がよくない。
【０００７】
　本発明は上記問題に鑑みてなされたもので、回収トナー搬送部と回収容器とを順番を生
じさせることなく装置本体に挿抜可能な画像形成装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る画像形成装置は、着脱可能に設けられた複数のプロセスカートリッジを保
持する保持部と、該複数のプロセスカートリッジから排出されたトナーを回収し、回収さ
れたトナーを排出する排出口を有する回収トナー搬送部と、を備え、画像形成装置に対し
て引き出し可能に設けられた筐体と、前記画像形成装置に着脱可能に設けられ、前記回収
トナー搬送部から排出された回収トナーを受け入れる受入口を有する収容容器と、前記回
収トナー搬送部に設けられ、前記排出口を開く位置と閉じる位置との間を移動可能な第一
シャッタと、前記収容容器に設けられ、前記受入口を開く位置と閉じる位置との間を移動
可能な第二シャッタと、前記画像形成装置に固定して設けられ、前記排出口と前記受入口
とを連通するように前記回収トナー搬送部と前記収容容器とをそれぞれ着脱可能に、両端
部が開口した筒状の接続部材と、を備え、前記接続部材は、前記筐体の装着動作に伴って
前記第一シャッタに当接して前記排出口を閉じる位置から開く位置に移動させ、前記収容
容器の装着動作に伴って前記第二シャッタに当接して前記受入口を閉じる位置から開く位
置に移動させる、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、回収トナー搬送部を備えた筐体の装着動作に伴って接続部材に当接し
て回収トナー搬送部の第一シャッタが開閉し、収容容器の装着動作に伴って接続部材に当
接して収容容器の第二シャッタが開閉する。これにより、回収トナー搬送部と収容容器と
を順番を生じさせることなく画像形成装置に着脱することができるようになる。
 
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施形態に係る画像形成装置の構成を示す概略構成図。
【図２】ドラムクリーニング装置を示す断面図。
【図３】ベルトクリーニング装置を示す断面図。
【図４】現像装置を示す断面図。
【図５】位置決め部材を説明するための画像形成装置を前面側から見た概略図。
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【図６】作像筐体を示す斜視図。
【図７】回収トナー搬送部、回収容器、搬送路連結部材を示す概略図であり、（ａ）は装
着状態の場合、（ｂ）は非装着状態の場合。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
＜画像形成装置＞
　以下、本実施形態に係る画像形成装置について図１乃至図７（ｂ）を用いて説明する。
図１は、本実施形態に係る画像形成装置の構成を示す概略図である。図１に示す画像形成
装置１００は電子写真技術を用いたカラー画像形成装置であり、画像形成に用いられる画
像形成部として、装置本体６０内に４色の画像形成ユニット６００が中間転写ベルト６１
に対向して配置された、中間転写タンデム方式の装置である。
【００１２】
　画像形成装置１００の記録材の搬送プロセスについて概要を説明する。記録材Ｓは、装
置本体６０に挿抜可能な用紙カセット６２内に積載される形で収納されており、給紙ロー
ラ６３により画像形成タイミングに合わせて給紙される。用紙カセット６２からの給紙は
、例えば摩擦分離方式などが用いられる。給紙ローラ６３により送り出された記録材Ｓは
、搬送パス６４の途中に配置されたレジストローラ６５へと搬送される。そして、レジス
トローラ６５において記録材Ｓの斜行補正やタイミング補正を行った後、記録材Ｓは二次
転写部Ｔ２へと送られる。二次転写部Ｔ２は、対向する二次転写内ローラ６６及び二次転
写外ローラ６７により形成される転写ニップ部であり、所定の加圧力と静電的負荷バイア
スを与えることで記録材Ｓ上にトナー像を吸着させる。
【００１３】
　以上説明した二次転写部Ｔ２までの記録材Ｓの搬送プロセスに対して、同様のタイミン
グで二次転写部Ｔ２まで送られて来る画像の形成プロセスについて説明する。まず、画像
形成ユニット６００について説明するが、各色の画像形成ユニット６００の構成は、トナ
ーの色以外は基本的に同じであるため、以下、代表して、ブラック（ＢＫ）の画像形成ユ
ニット６００について説明する。
【００１４】
　画像形成ユニット６００は、像担持体としての感光ドラム１、帯電装置２、現像装置３
、及びドラムクリーニング装置５等から構成される。回転駆動される感光ドラム１の表面
は、帯電装置２により予め表面を一様に帯電され、その後、画像情報の信号に基づいて駆
動される露光装置６８によって静電潜像が形成される。次に、感光ドラム１上に形成され
た静電潜像は、現像装置３によるトナー現像を経て可視像化される。その後、感光ドラム
１と中間転写ベルト６１を挟んで対向配置される一次転写装置４により所定の加圧力及び
静電的負荷バイアスが与えられ、感光ドラム１上に形成されたトナー像が、中間転写ベル
ト６１上に一次転写される。ドラムクリーニング装置５は、一次転写後に感光ドラム１上
に残留する一次転写残トナーを除去する。以上説明した画像形成ユニット６００は、図１
に示す構造の場合、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）及びブラック（ＢＫ
）の４セット存在する。ただし、色数は４色に限定されるものではなく、また色の並び順
もこの限りではない。
【００１５】
　像担持体としての中間転写ベルト６１は、テンションローラ６、二次転写内ローラ６６
、及び従動ローラ７ａ、７ｂによって張架され、図中矢印Ｃ方向へと搬送駆動される無端
ベルトである。ここで、二次転写内ローラ６６は、中間転写ベルト６１を駆動する駆動ロ
ーラも兼ねる。上述のイエロー、マゼンタ、シアン及びブラックの各色の画像形成ユニッ
ト６００により並列処理される各色の作像プロセスは、中間転写ベルト６１上に一次転写
された上流の色のトナー像上に順次重ね合わせるタイミングで行われる。その結果、最終
的にはフルカラーのトナー像が中間転写ベルト６１上に形成され、二次転写部Ｔ２へと搬
送される。
【００１６】
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　以上、それぞれ説明した搬送プロセス及び作像プロセスを以って、二次転写部Ｔ２にお
いて記録材Ｓとフルカラートナー像のタイミングが一致し、二次転写が行われる。二次転
写された後の記録材Ｓは定着装置９へと搬送され、所定の圧力と熱量によって記録材Ｓ上
にトナー像が溶融固着される。画像定着された記録材Ｓは、排紙ローラ６９の順回転に従
い排紙トレイ６０１上に排出される。
【００１７】
　ベルトクリーニング装置８は、二次転写部Ｔ２を通過した後つまりは二次転写後に中間
転写ベルト６１上に残留する二次転写残トナーを除去する。ドラムクリーニング装置５に
より除去された一次転写残トナー、ベルトクリーニング装置８により除去された二次転写
残トナーは、回収トナー搬送部２０に送り込まれる。回収トナー搬送部２０の上面側には
ドラムクリーニング装置５及びベルトクリーニング装置８が接続可能であり、回収トナー
搬送部２０の下面側には回収容器１０が接続可能となっている。そして、回収トナー搬送
部２０に送り込まれた回収トナーは、回収トナー搬送部２０内に設けられた第二搬送スク
リュー４３（後述する図７（ａ）参照）によって、回収トナー搬送部２０内を排出口２０
ａに向けて搬送される。こうして、感光ドラム１や中間転写ベルト６１から除去されたト
ナーは、回収トナー搬送部２０内を搬送されて回収容器１０内に溜められていく。
【００１８】
　本実施形態において、現像装置３は画像形成動作に伴い劣化したトナーを現像容器から
強制的に排出することができるようになっている。そして、強制排出された劣化トナーは
一次転写残トナーなどと同様にして、回収トナー搬送部２０を通じて回収容器１０へと搬
送されて回収容器１０内に溜められていく。回収容器１０は、装置本体６０に対し挿抜自
在に設けられている。
【００１９】
＜ドラムクリーニング装置＞
　ドラムクリーニング装置５について、図２を用いて説明する。図２に示すように、ドラ
ムクリーニング装置５は、ケーシング５１と、クリーニングブレード５２と、トナー搬送
スクリュー５３とを有している。クリーニングブレード５２は例えばポリウレタンゴム等
からなる弾性ブレードであり、感光ドラム１の回転方向（図中矢印Ｒ１方向）に対してカ
ウンタ方向に当接されている。クリーニングブレード５２は回転する感光ドラム１を摺擦
することで、一次転写後に感光ドラム１に残留する一次転写残トナーを機械的に掻き取っ
て感光ドラム１から除去する。感光ドラム１から除去された一次転写残トナーはケーシン
グ５１内に落下し、ケーシング５１内に配設されているトナー搬送スクリュー５３によっ
て感光ドラム１の回転軸線方向（長手方向）に、ケーシング５１の排出口（不図示）まで
搬送される。ケーシング５１の排出口は回収トナー搬送部２０（図１参照）に接続される
ので、感光ドラム１から除去された一次転写残トナーは回収トナー搬送部２０に送られる
。
【００２０】
＜ベルトクリーニング装置＞
　ベルトクリーニング装置８について、図３を用いて説明する。図３に示すように、ベル
トクリーニング装置８は、ケーシング８１と、クリーニングブレード８２と、トナー搬送
スクリュー８３とを有している。クリーニングブレード８２は例えばポリウレタンゴム等
からなる弾性ブレードであり、中間転写ベルト６１の回転方向（図中矢印Ｃ方向）に対し
てカウンタ方向に当接されている。クリーニングブレード８２は回転する中間転写ベルト
６１を摺擦することで、二次転写後に中間転写ベルト６１に残留する二次転写残トナーを
機械的に掻き取って中間転写ベルト６１から除去する。中間転写ベルト６１から除去され
た二次転写残トナーはケーシング８１内に落下し、ケーシング８１内に配設されているト
ナー搬送スクリュー８３によって中間転写ベルト６１の回転方向に交差する幅方向に、ケ
ーシング８１の排出口（不図示）まで搬送される。ケーシング８１の排出口は回収トナー
搬送部２０に接続されるので、中間転写ベルト６１から除去された二次転写残トナーは回
収トナー搬送部２０に送られる。
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【００２１】
＜現像装置＞
　現像装置３について、図４を用いて説明する。現像装置３は、ハウジングを形成する現
像容器３０内が、略中央部において図面垂直方向に延在する壁部３５によって、図面右側
の現像室３ａと図面左側の撹拌室３ｂとに水平方向に区画されている。即ち、図４に示す
現像装置３は、現像室３ａと撹拌室３ｂとを水平に配置した横撹拌型の現像装置である。
現像室３ａ及び撹拌室３ｂの各室内には、現像スクリュー３１と撹拌スクリュー３２がそ
れぞれ回転自在に配設されている。現像スクリュー３１及び撹拌スクリュー３２は、回転
軸の周りに螺旋状に設けられた搬送翼（スクリュー羽根）を有するスクリュー構造である
。現像スクリュー３１と撹拌スクリュー３２とが回転すると、現像剤は撹拌されながら現
像室３ａと撹拌室３ｂとを循環搬送される。
【００２２】
　現像装置３では、作像プロセスにおいて消費されたトナーを補填するため、現像剤補給
装置（例えばホッパー）から現像容器３０内に、トナーとキャリアの両方を含む補給用現
像剤が補給される。画像形成動作に伴い補給用現像剤が随時に補給されると、現像容器３
０内の現像剤量は次第に増加する。これは、画像形成時にトナーは消費されるが、キャリ
アは消費されずに現像容器３０内に残るからである。しかし、現像容器３０内の現像剤が
多くなり過ぎると、現像剤の撹拌が不十分となって濃度ムラやカブリが発生したり、ある
いは現像容器３０から現像剤が溢れ出したりする。そこで、過剰な現像剤（劣化トナーを
含む）を現像容器３０から排出するために、撹拌室３ｂには撹拌スクリュー３２の回転方
向最下流に排出口（不図示）が設けられている。撹拌スクリュー３２によって排出口まで
搬送された現像剤は、排出口から現像容器３０外に排出される。この場合、排出口からは
少量ずつ現像剤が排出される。現像装置３の排出口は回収トナー搬送部２０に接続される
ので、現像装置３から排出された劣化トナーも回収トナー搬送部２０に送られる。
【００２３】
　図１に戻って、各色（Ｙ、Ｍ、Ｃ、ＢＫ）の画像形成ユニット６００は、プロセスカー
トリッジとして装置本体６０に対し装着及び離脱可能に設けられている。本実施形態の画
像形成装置１００では、複数の画像形成ユニット６００が作像筐体２００（引き出し式ト
レイ）により保持されている。また、各色の画像形成ユニット６００の他に、回収トナー
搬送部２０が作像筐体２００により保持されている。それ故、画像形成ユニット６００は
回収トナー搬送部２０と共に、装置本体６０に対し一体的に挿抜され得る。
【００２４】
　装置本体６０の前面側（図１手前側）には、不図示の開閉扉が装置本体６０の前面に向
け開閉自在に設けられている。この開閉扉が開かれて装置本体６０の前面が開放されると
、作像筐体２００が露出する。保持部材としての作像筐体２００は、側面に装置本体６０
の前面側から後面側（図１手前側から奥側）に向けて延設された一対のレール部材２０１
を有する。作像筐体２００は、該レール部材２０１を介して装置本体６０内を前後方向（
感光ドラム１の回転軸線方向）にスライド移動可能に装置本体６０に保持される（所謂フ
ロントローディング方式）。これにより、装着状態の作像筐体２００は装置本体６０の前
面側へと引き出され、作像筐体２００から各色の画像形成ユニット６００を着脱可能な非
装着状態を取り得る。そして、非装着状態の作像筐体２００は装置本体６０の後面側へと
押し込まれることによって、各色の画像形成ユニット６００が画像形成可能な装着状態を
取り得る。なお、回収トナー搬送部２０は画像形成ユニット６００と同様に作像筐体２０
０から着脱可能、つまりは装置本体６０に対し装着及び離脱可能に設けられていてもよい
。
【００２５】
　収容容器としての回収容器１０は、作像筐体２００とは別途独立して装置本体６０に挿
抜可能に設けられている。回収容器１０は作像筐体２００と同様に装置本体６０に対して
、図１の手前側（前面側）から奥側（後面側）へと挿入可能に、また図１の奥側から手前
側へと引き出し可能に設けられている。作像筐体２００が装着状態にある場合に回収容器
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１０が装置本体６０に装着されると、回収容器１０は作像筐体２００に保持されている回
収トナー搬送部２０と搬送路連結部材４１を介して連通する。あるいは、回収容器１０が
装着されている場合に、作像筐体２００が装置本体６０に装着されると、作像筐体２００
に保持されている回収トナー搬送部２０は回収容器１０と搬送路連結部材４１を介して連
通する。詳しくは、回収容器１０と各色の画像形成ユニット６００に含まれる現像装置３
及びドラムクリーニング装置５とが連通される。
【００２６】
　接続部材としての搬送路連結部材４１は、装置本体６０の所定位置に固定してつまり装
置本体６０に対し移動不能に設けられている。搬送路連結部材４１は、装置本体６０に作
像筐体２００が装着された場合に回収トナー搬送部２０の排出口２０ａと一端が連結し、
装置本体６０に回収容器１０が装着された場合に回収容器１０の受入口１０ａと他端が連
結する。そして、詳しくは後述するように（図７（ａ）及び図７（ｂ）参照）、回収トナ
ー搬送部２０の排出口２０ａ、回収容器１０の受入口１０ａ、搬送路連結部材４１には開
閉自在なシャッタがそれぞれ設けられている。
【００２７】
　図５に示すように、作像筐体２００が装置本体６０に装着される際には、作像筐体２０
０側に装置本体６０の後面側に向けて突出させた不図示の位置決めピンが、当該位置決め
ピンに対応させて装置本体６０側に設けてある位置決め穴２０２に嵌合する。他方、回収
容器１０が装置本体６０に装着される際には、回収容器１０側に装置本体６０の後面側に
向けて突出させた不図示の位置決めピンが、当該位置決めピンに対応させて装置本体６０
側に設けてある位置決め穴１３に嵌合する。これにより、作像筐体２００及び回収容器１
０の搬送路連結部材４１に対する各々の装着位置の精度が保障され、搬送路連結部材４１
との間で高いシール性を維持でき、もって作像筐体２００や回収容器１０の挿抜時におけ
る回収トナーの飛散防止に寄与し得る。
【００２８】
＜作像筐体＞
　図６に、作像筐体２００を示す。上述したように、作像筐体２００は、各色の画像形成
ユニット６００と回収トナー搬送部２０とを保持可能である。作像筐体２００には、一対
のレール部材２０１が左右側面に設けられている。画像形成ユニット６００は作像筐体２
００に、画像形成ユニット６００が有する感光ドラム１の回転軸線方向を作像筐体２００
の挿抜方向に向けるようにして、感光ドラム１の回転軸線方向に交差する幅方向に並べら
れている。回収トナー搬送部２０は装置本体６０の前面側で、並列配置された複数の画像
形成ユニット６００の一端部を覆うように作像筐体２００に保持される。回収トナー搬送
部２０は作像筐体２００内で、各画像形成ユニット６００のドラムクリーニング装置５及
び現像装置３と接続されている。なお、図示を省略したが、回収トナー搬送部２０はベル
トクリーニング装置８と接続可能にもなっている。
【００２９】
＜回収トナー搬送部＞
　次に、回収トナー搬送部２０、回収容器１０、搬送路連結部材４１について、図７（ａ
）及び図７（ｂ）を用いて詳しく説明する。まず、回収トナー搬送部２０について説明す
る。図７（ａ）に示すように、回収トナー搬送部２０には第一搬送スクリュー４２が回転
自在に配設されている。第一搬送スクリュー４２は、略水平に且つ回転可能に作像筐体２
００の挿抜方向に交差する長手方向の両端で軸支されている。第一搬送スクリュー４２は
、回転軸の周りに螺旋状に設けられた搬送翼（スクリュー羽根）を有するスクリュー構造
である。それ故、回収トナー搬送部２０内の回収トナーは、第一搬送スクリュー４２が回
転することによって搬送される。本実施形態では、回収トナー搬送部２０の一端側におい
てその下面側に排出口２０ａが設けられている。回収トナーは、第一搬送スクリュー４２
によって回収トナー搬送部２０内を排出口２０ａまで搬送され、排出口２０ａから落下し
て回収トナー搬送部２０外へ排出される。
【００３０】



(8) JP 6614856 B2 2019.12.4

10

20

30

40

50

＜回収容器＞
　回収容器１０には、第二搬送スクリュー４３が回転自在に配設されている。第二搬送ス
クリュー４３は、略水平に且つ回転可能に回収容器１０の挿抜方向の両端で軸支されてい
る。図７（ａ）及び図７（ｂ）から理解できるように、本実施形態では、回収トナー搬送
部２０の第一搬送スクリュー４２と回収容器１０の第二搬送スクリュー４３の回収トナー
の搬送方向が互いに直交している。第二搬送スクリュー４３は、回転軸の周りに螺旋状に
設けられた搬送翼（スクリュー羽根）を有するスクリュー構造である。それ故、回収容器
１０内の回収トナーは、第二搬送スクリュー４３が回転することによって搬送される。本
実施形態では、回収容器１０の端部から中央寄りに離れた箇所の上面に受入口１０ａが設
けられている。受入口１０ａから回収容器１０内に落下した回収トナーは、第二搬送スク
リュー４３によって回収容器１０の両端側に向け振り分けられて搬送されることで、回収
容器１０内に回収トナーが略均一に分布され得る。
【００３１】
＜搬送路連結部材＞
　搬送路連結部材４１は、内部が空洞で且つ両端部が開口されている。即ち、搬送路連結
部材４１は上端部から下端部まで上下方向に貫通している、例えば矩形状に形成された筒
状部材である。搬送路連結部材４１は上端部で回収トナー搬送部２０の排出口２０ａと接
続し、下端部で回収容器１０の受入口１０ａと接続し得る。従って、装置本体６０に作像
筐体２００及び回収容器１０が装着状態である場合、回収トナー搬送部２０に集められた
回収トナーは、排出口２０ａから落下し搬送路連結部材４１内を通過して受入口１０ａか
ら回収容器１０に収容される。
【００３２】
　かかる構成の画像形成装置１００において、作像筐体２００の挿抜時に排出口２０ａが
開放されたままであると、そこから回収トナーが漏れてしまい得る。そこで、排出口２０
ａからの回収トナー漏れを防止するために、回収トナー搬送部２０には排出口２０ａを挿
抜方向に開閉する排出口シャッタ９０が設けられている。第一シャッタとしての排出口シ
ャッタ９０は、作像筐体２００の挿抜動作に伴って排出口２０ａを閉じる位置と開く位置
との間で作像筐体２００の移動方向にスライド移動可能に設けられている。本実施形態に
おいて、排出口シャッタ９０は不図示のバネのような弾性部材によって排出口２０ａを閉
じる向きに常時付勢されているので、作像筐体２００が装着されていない場合、排出口シ
ャッタ９０は閉じる位置に維持される。つまり、排出口シャッタ９０は、作像筐体２００
が装着されると排出口２０ａを開く位置に移動し、作像筐体２００が引き出されると排出
口２０ａを閉じる位置に移動する。
【００３３】
　作像筐体２００と同様に、回収容器１０の挿抜時に受入口１０ａが開放されたままであ
ると、そこから回収トナーが漏れてしまい得る。そこで、受入口１０ａからの回収トナー
の漏れを防止するために、回収容器１０には受入口１０ａを挿抜方向に開閉する受入口シ
ャッタ９１が設けられている。第二シャッタとしての受入口シャッタ９１は、回収容器１
０の挿抜動作に伴って受入口１０ａを閉じる位置と開放する位置との間で回収容器１０の
移動方向にスライド移動可能に設けられている。受入口シャッタ９１は不図示のバネのよ
うな弾性部材によって受入口１０ａを閉じる向きに常時付勢されているので、回収容器１
０が装着されていない場合、受入口シャッタ９１は閉じる位置に維持される。つまり、受
入口シャッタ９１は、回収容器１０が装着されると受入口１０ａを開く位置に移動し、回
収容器１０が引き出されると受入口１０ａを閉じる位置に移動する。
【００３４】
　また、本実施形態では、搬送路連結部材４１にも連結部シャッタ９２が設けられている
。第三シャッタとしての連結部シャッタ９２は、回収容器１０の挿抜動作に伴って搬送路
連結部材４１の開口４１ｃを閉じる位置と開放する位置との間で回収容器１０の移動方向
にスライド移動可能に、搬送路連結部材４１の下端部側に設けられている。連結部シャッ
タ９２は不図示のバネのような弾性部材によって搬送路連結部材４１を閉じる向きに常時
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付勢されているので、回収容器１０が装着されていない場合、連結部シャッタ９２は閉じ
る位置に維持される。つまり、連結部シャッタ９２は、回収容器１０が装着されると搬送
路連結部材４１を開く位置に移動し、回収容器１０が引き出されると搬送路連結部材４１
を閉じる位置に移動する。搬送路連結部材４１に連結部シャッタ９２を設けることで、特
に回収容器１０が非装着状態である場合に、搬送路連結部材４１内に残っていた回収トナ
ーが飛散するのを防止できる。
【００３５】
　上述した排出口シャッタ９０、受入口シャッタ９１、連結部シャッタ９２の各シャッタ
開閉動作について説明する。排出口シャッタ９０は作像筐体２００の挿抜動作に伴い動作
するが、装着動作に伴って搬送路連結部材４１に当接して排出口２０ａを閉じる位置から
開く位置に移動する。即ち、搬送路連結部材４１は排出口シャッタ９０に当接可能な第一
当接部４１ａを有し、第一当接部４１ａは作像筐体２００の装着時に排出口シャッタ９０
に当接する。第一当接部４１ａは排出口シャッタ９０に当接すると、排出口シャッタ９０
を閉じる位置に付勢する第一バネ（不図示）の付勢力に抗して、排出口２０ａを開く位置
に排出口シャッタ９０を移動させる。反対に、第一当接部４１ａは作像筐体２００の離脱
時に、作像筐体２００の動きに追従して排出口シャッタ９０から離間されて当接しなくな
る。そうなると、第一バネの付勢力によって排出口２０ａを閉じる位置へと排出口シャッ
タ９０は移動される。
【００３６】
　受入口シャッタ９１は回収容器１０の挿抜動作に伴い動作するが、装着動作に伴って搬
送路連結部材４１に当接して受入口１０ａを閉じる位置から開く位置に移動する。即ち、
搬送路連結部材４１は受入口シャッタ９１に当接可能な第二当接部４１ｂを有し、第二当
接部４１ｂは回収容器１０の装着時に受入口シャッタ９１に当接する。第二当接部４１ｂ
は受入口シャッタ９１に当接すると、受入口シャッタ９１を閉じる位置に付勢する第二バ
ネ（不図示）の付勢力に抗して、受入口１０ａを開く位置に受入口シャッタ９１を移動さ
せる。反対に、第二当接部４１ｂは回収容器１０の離脱時に、回収容器１０の動きに追従
して受入口シャッタ９１から離間されて当接しなくなる。そうなると、第二バネの付勢力
によって受入口１０ａを閉じる位置へと受入口シャッタ９１は移動される。
【００３７】
　また、連結部シャッタ９２は回収容器１０の挿抜動作に伴い動作するが、装着動作に伴
って回収容器１０に当接して搬送路連結部材４１の開口４１ｃを閉じる位置から開く位置
に移動する。即ち、連結部シャッタ９２は、回収容器１０の装着時に回収容器１０に当接
し、連結部シャッタ９２を閉じる位置に付勢する第三バネ（不図示）の付勢力に抗して開
口４１ｃを開く位置に移動する。反対に、連結部シャッタ９２は回収容器１０の離脱時に
、回収容器１０の移動に追従して回収容器１０から離間されて当接しなくなる。そうなる
と、第三バネの付勢力によって開口４１ｃを閉じる位置へと連結部シャッタ９２は移動さ
れる。
【００３８】
　以上のように、上端部で作像筐体２００の回収トナー搬送部２０に、下端部で回収容器
１０に接続されることで、これらを連通して回収トナーの搬送経路を形成可能な搬送路連
結部材４１を装置本体６０に固定して設ける。搬送路連結部材４１は、第一当接部４１ａ
と第二当接部４１ｂとを有する。こうすることで、作像筐体２００（特に回収トナー搬送
部２０）と回収容器１０との間に、挿抜順が生じない。即ち、作像筐体２００を先に回収
容器１０を後から装着する場合、回収容器１０を先に作像筐体２００を後から装着する場
合でも、排出口シャッタ９０は第一当接部４１ａに、受入口シャッタ９１は第二当接部４
１ｂにそれぞれ当接することにより開かれる。また、作像筐体２００を先に回収容器１０
を後から離脱する場合、回収容器１０を先に作像筐体２００を後から離脱する場合でも、
排出口シャッタ９０は第一当接部４１ａとの、受入口シャッタ９１は第二当接部４１ｂと
の当接が解除されることにより閉じられる。このようにして、排出口シャッタ９０と受入
口シャッタ９１の開閉がそれぞれ独立して行われるので、挿抜順に関わらずに排出口シャ
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ッタ９０と受入口シャッタ９１は正しく開閉される。従って、回収トナー搬送部２０と回
収容器１０とを順番を生じさせることなく装置本体６０に挿抜可能とすることができ、も
って画像形成ユニット６００や回収容器１０の交換時の使い勝手を向上し得る。
【００３９】
［他の実施形態］
　なお、連結部シャッタ９２は回収容器１０の挿抜動作に伴い動作するものに限らない。
連結部シャッタ９２は、作像筐体２００の回収トナー搬送部２０又は回収容器１０のいず
れか一方に当接して開口４１ｃを閉じる位置から開く位置に移動できればよい。
【００４０】
　なお、上述した実施形態では、各色の感光ドラム１から中間転写ベルト６１に各色のト
ナー像を一次転写した後に、記録材Ｓに各色の複合トナー像を一括して二次転写する構成
の画像形成装置を説明したが、これに限らない。例えば、感光ドラムから記録材に直接転
写する直接転写方式の画像形成装置であってもよい。
【符号の説明】
【００４１】
１０…収容容器（回収容器）、１０ａ…受入口、２０…回収トナー搬送部、２０ａ…排出
口、４１…接続部材（搬送路連結部材）、４１ａ…第一当接部、４１ｂ…第二当接部、４
１ｃ…搬送路連結部材の開口、６０…装置本体、６１…画像形成部（中間転写ベルト）、
７０…排出口、９０…第一シャッタ（排出口シャッタ）、９１…第二シャッタ（受入口シ
ャッタ）、９２…第三シャッタ（連結部シャッタ）、２００…保持部材（作像筐体）、６
００…画像形成部（画像形成ユニット）
 

【図１】 【図２】
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